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奇襲

代
孫
子
警
の
特
色
は
「
十
南
口
氏
の
た
め
よ
フ
に
し
て
い
ま
す
。
月
一
平
均
4
5
0

め
務
緩
い
。
間
同
盟
官
4
織
に
あ
る
叫
環
境
ぞ
軒
ほ
ど
の
家
に
こ
の
カ
ー
ド
が
記
ら
れ

持
滋
ふ
ん
問
地
詩
に
行
っ
て
い
る
「
少
部
粂
て
い
ま
す
。
ま
た
各
駐
派
出
一
昨
で
出

総
滋
数
鐙
い
は
そ
の
か
と
つ
の
後
わ
れ
。
さ
れ
て
い
る

J
エ
一
広
総
w

も
好
m片

隅

m
k
m州
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
也
前
い
ま
災
孫
子
絡
は
2
格
段
に
向
け
、

市
門
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
醐
精
鋭
的
磁
場
的

識
に
気
を
つ
け
て
ね
。
交
漁
市
噛
叫
帆

8
制
糊
い

毒事
選議

の
シ
i

主、

と
々
々
骨
慾
ふ
同
級
化
m
h
N
ぷ
鰍
娘
一
・
制
槻
り
務
長

狭
間
叩
子
機
的
校
総
務
一
公

務
簿
』
を
ぬ
刷
出
ー
す
料
、
い
い
印
刷
体
約
一
ゑ

Z

2

の
声
」
が
務
学
い
り
ト
札
で
い
ま
す
紗

w

絞
殺
孫
子
納
骨
然
織
が
昨
格
的
2
月
3
閥、

一

き

ょ

う

2
月
1
日
、
我
孫
子
警
察
署
は
持
撃
を
属
委
譲
且
え
ま
す
。
こ
一
卒
さ
れ
て
絞
っ
て
い
る
い
ぺ
位
相
制
緩
絞
殺
却
に
な
い
大
設
の
中
で
閣
制
制
し
て
以

h
紘

一

の
A
I
牢
議
民
に
愛
さ
れ
る
霊
祭
z
を
め
ざ
し
芝
尽
雲
、
受
一
章
改
や
一
妥
協
相
り
を
い
返
警
が
い
る
戸
な
来
、
思
い
も
宅
1
普

段

燃

し

ま

し

瀬

一
青
少
年
非
行
の
防
止
応
援
護
的
に
怒
り
組
L
問
、
、
安
全
怠

gt申
び
こ
L

円L

一

ど

の

閣

議

で

パ

?

?

?

?

2

ル

を

紋

付

制

す

る

た

。

鱗

一

大

き

く

震

猷

し

ま

し

た

。

一

方

が

ほ

と

ん

ど

。

察

で

出

た

だ

ち

に

煮

物

}

内

l
年
一
を
縦
り
r

鳴
り
ま
す
と
、
初

d

R

問
点
目
別
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
‘
こ
れ
ら
代
替
経
と
し
て
市
民
同
期
待
に
対
す
る

合

年

柔

剣

道

年

は

え

と

減

少

を

克

せ

て

い

ま

す

均

的

主

主

に

応

え

て

い

ま

す

q

在
感
左
大
役
持
す
る
中
毒
筆
議
派
出
所
い
い
震
か
ら
め
妻
、
号
潜

ま
た
、
出
向
悪
犯
や
却
問
品
事
花
、
窃
盗
な
さ
ら
に
夜
間
同
も
、
キ
メ
細
か
な
パ
ト
山
知
L
、
緊
張
内
連
続
で
あ
っ
た
と
い
え
没
後
織
を
設
絞
ず
る
な
ど
も
市
伐
の
な

教

室

も

盛

況

ど

の

抱

き

つ

い

て

も

、

霊

的

増

員

百

l
Z竹
い

、

も

し

ド

ア

な

ど

に

不

ま

す

。

雪

量

的

一

い

取

り

入

れ

た

室

長

ち
ょ
う
ど
1
年
続
、
我
綿
子
警
察
警
に
よ
り
襲
戦
挙
者
数
は
昨
年
の
法
的
2
僚
が
あ
る
家
に
つ
い
て
は
「
パ
ト
ロ

I

務
任
以
来
、
、
市
民
の
た
め
の
稼
祭
L

的
展
開
聞
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

が
れ
川
万
人
的
市
開
院
の
附
期
待
合
加
盟
っ
て
オ
0
0
持
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。
東
京
で
ル
科
用
カ

l
ド
い
で
注
意
寺
ヲ
な
が
す
、
と
し
て
各
楠
犯
罪
的
予
防
、
交
鴻
事
故
そ
の
鵠
来
、
凶
怒
犯
の
災
世
、
交
議

;
ブ
ン
し
ま
し
た
c

発

生

し

た

地

下

鉄

準

々

の

防

止

、

少

年

同

非

行

防

止

等

に

特

に

事

政

に

よ

る

然

者

数

の

数

減

と

、

終

祭

絡

下

総

務

践

に

で

き

た

開

閉

婆

心

は

開

構

内

総

カ

準

品

け

な

ど

私

報

力

幸

人

れ

て

き

ま

し

た

。

本

来

的

目

的

で

あ

る

安

全

で

平

総

会

出

広

獄
、
大
脳
別
利
夫
噛
衛
隊
以
下
1
1
0名
め

叫

識

を

数

。

議

く

磁

波

一

一

具

体

的

に

は

詩

句

活

動

的

強

化

や

空

間

町

一

生

活

日

確

保

か

着

実

に

効

単

択

を

表

わ

欄

抑

制

臓

が

勤

務

し

て

い

ま

す

。

は

心

情

ず

し

も

後

余

で

い

、

、

通

指

噂

取

締

り

の

活

発

化

と

仁

と

も

に

、

〕

て

き

た

と

い

え

ま

す

む

術
革
附
崎
地
域
は
州
民
日
瑚
ゆ
凡
ぃ
L
棋

殺

が

ふ

入

後

為

る

と

は

い

え

ま

せ

プ

少

年

柔

剣

室

教

室

内

開

設

あ

る

い

は

駐

今

後

は

こ

れ

ら

の

総

務

キ

A
k
t
唱
さ
せ

イ

伐
採
吋
十
中
間
も
相
内
外
ぞ
は
あ

ηま
ん

白

線

へ

の

間

期

比

げ

は

パ

の介」良市

通
死
亡
事
故
も
滅
金
ヘ

ン
浦
郡
水
滋
蹴
織
や
〆

g
タ
f
M町
北
向
患
に
晶

る一隅
部
部
間
関
じ
く
臨
隣
山
瀦
止
り
め
叫
闘
い
断

機
緩
め
外
に
あ
る
水
滋
(
総
口
)

。
厚
着
H

を
さ
せ
る
ニ
と
が
一
番

水
道
警
の
凍
結
を
防
ぐ

寒
さ
は
水
道
管
の
大
敵

破
裂
し
て
福
本
す
る
と
、
使
用
料
金

や
修
理
費
な
い
と
で
出
品
わ
ぬ
出
品
目
カ
歪
む

ニ
と
に
な
り
ま
す
ョ

特
付
に
次
内
総
な
筏
所
は
十
八
万
ζ
注
意

く
た
さ
い

訂
以
が
?
ィ
ナ
ス
4
度
以
下
と
主
る

と
、
水
滋
M

百
円
凍
結
事
政
か
急
に
多
く

な
り
、
水
か
山
山
な
〈
な
勺
た
り
、
本
滋

中
山
刊
や
メ
ー
タ
ノ
ー
か
時
裂
し
た
り

L
ま
す
日

市
内
dr

も
す
イ
ナ
マ
ヘ
4
波
止
ゲ
丸
子
削
削
る

匂
…
と
い
か
均
し
く
あ
り
ま
せ
ん
ι

川
平
は
も
一
止
め
は
か
策
い
冬
で
し
た

か
、
多
い
日
州
、
3
H
3
0
0
件
い
を
机
叫
す

本
浴
料
刊
か
峨
総
事
政
に
H

凡
拘
わ
れ
ま
し

後
裂
し
た
水
滋
綿
宮

整
水
道
管
が
む
き
出
以
し
に
な
っ
て
い
る

一前

湯
本
議
官
や
跡
抗
日
的
部
分
伝
保
議
す
る

事
没
に
あ
る
が
口
蕗
や
℃
布
、
発
ぼ

う
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
巻
き
、
そ
の
上

か
ら
譲
れ
な
い
よ
っ
し
一
二
ア
ー
ル
テ
ー
プ

メーター
rhvq文

繭⑮コ
な
ど
め
い
品
物
い
て
く
W

い
き
い
c

時
期
ホ
滋
繁
的
水
骨
抜
く

旅
行

hurr不
椛
口
宇
品
時
は
〆
!

タ
i
ボ
ノ
ク
ス
内
的
刈
止
水
川
刊
を
閉
じ

て
紘
一
日
合
間
け
、
水
叫

郎
出
し
て
く
だ
ち
い
。

滞
っ
て
水
が
出
料
怖
い
時

機
譲
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
お
ど
舎
か
け
、

ぬ
る
ま
湯
金
ゆ
っ
〈
り
か
け
て
祭
援
に

と
か
す
急
に
熱
冷
を
か
け
た
り
す
る
と
、
ヒ

ピ
剖
れ
や
破
裂
す
る
屯
」
と
が
あ
り
ま
す
、

万
一
、
破
裂
し
だ
時

風
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
向
田
再
止
本
栓

を
問
問
む
て
、
近
〈
白
水
道
工
事
庖
か
本

選
同
地
に
連
絡
す
る

Ev
問
い
合
わ
せ
本

a
d役
時
h
z
h
環
謀

宮
f
h
m
J
o
i
i
i

さ
ら
に
市
民
に
愛
去
、
れ
る
警
察
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

幾
務
手
議
畿
制
官
(
議
録
9
9
4
A
w
t
)

世
{
叩
怒

8
1
2岳

丸
ど
な

3
L市
民
の
期
待
北
川
加
え

大

野

紛

失

る
と
と
も
に
、
我
孫
子
奈
の
実
演
を
ふ

ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
割
問
意
工
夫
を
こ

ら
し
、
業
に
市
民
的
立
場
に
立
っ
た

「
絞
れ
る
、
そ
し
て
懇
切
な
審
会
耕
」
を

ス
口

1
ガ
シ
に
、
市
民
め
抗
措
師
陣
め
間
期
待

と
時
間
較
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
符
じ

ま
す
。今
後
と
も
臨
時
緩
め
ど
文
団
地
.
一
}
情
間
七
一

を
い
斜
線
い
申
し
上
げ
ま
す
。

j
i
i
!
i
j
j
2
4
φ
j
j
j
p
 

~~~ニカ
i
は

大聖事務畿

お
お
ま
湾
は
山
路
H

か
ら

山
初
代
円
以
一
?
の
3
、
4
翰
街
中
い
わ
ゆ
る

ニ
カ
i
u汽

2
汚
何
M
m
u
か
ら
他
校
級
免

許
が
な
い
と
議
れ
な
く
な
り
事
ず
。

と
幻
し
2
H河
川
刊
行
夜
寝
ち
ミ
ふ
カ
i

を
精
油
転
し
て
い
る
万
に
つ
い
て
は
￥

Q
O

R

月
刊
内
自
ま
で
は
そ
の
ま
ま
漆
軟
で
事
ま

す
ぐ
ま
h
~
、
o
O
R
丹
羽
詰
ま
で
に
ミ
一
カ

i
の
m
限
定
試
験
bAλ
殺
し
‘

A

一
口
絡
す
る

と
ミ
ニ
カ
ー
総
定
的
普
通
会
河
川
が
取
得

で
き
事
す
e

マ
問
問
い
合
わ
せ
校
K
拍
子
饗
祭
思
闘
交
溺

諜

宮

(

泣

)
0
1
1
8

子我
市議

勝

粕

鍔

会

安
、
む
し
て
暮
ら
せ
る
荷
づ
く
り 立

、山刊
Mm子
小
山
山
附
犯
協
議
会
い
い
か
例
年

ス
リ
ッ
プ
事
欽
む

説
意
H
H

一

品成紙、

旬
、
丸
い
お必修

ス
ピ
j
v
F
H
悼
+
分
抑
え
*
漁

臨
時
議
可
念
ハ
ン
ド
ル
、
備
品
ブ
レ
ー

キ
は
材
需
物
キ
曲
中
め
に
チ

z
l
ン
や

λ
ノ
1
タ
イ
ヤ
を
付
付
る

な
お
、
ス
キ
i
嶋
な
ど
へ
げ
く

十
々
は
お
砕
品
約
に
か
へ
鴻
依
制
聞
を
よ
く

醐
問
主
‘
道
路
状
況
や
確
認
十
る
よ

う
心
掛
け
て
〈
だ
さ
い
「

wv
間
同
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

と
り
が
作
品
罪
の
子
作
切
に
つ
と
め
、
社
会

筑
波
の
冷
化
、
総
社
内
増
進
に
帯
与
す

る
た
ι
則
的
協
議
会
で
す
ω

市
民
が
事
的
で
安
心
し
て
総
ら
せ
る

ゑ
泌
総
検
を
つ
〈
つ
ご
い
く
た
め
じ
、

な
〈
で
は
な
ら
ぬ
め
か
防
犯
協
総
会
ぞ

助
制
叫
胤
畑
川
吋
滅
的
商
成
、

附
貯
抑
情
的
防
相
叩
叩
撚
ぬ
ヘ
的
協
力
な
ど
を
子

山
化
し
て
い
ま
サ

初
旬
協
議
会
内
役
目
闘
は
止
の
と
お
り
べ

本
吉
野
官
中
丸
-
郎

*
酎
副
会
長
野
川
学
/
道
、
菊
地
奈
川
一
日

j
敬
社
時

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
設
交
通
防

犯
係
「
協
議
会
事
務
局
〉
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今
年
も
所
得
税
の
健
定
申

告
ガ
近
づ
念
悲
し
い
必
岱
税
織

は
隠
や
岡
町
、
市
が
み
仲
悼
式
}
L仰

の
暮
ら
し
官
官
段
く
す
る
だ
め

の
、
離
隅
も
大
同
闘
は
制
附
綴
-C絞

っ
て
い
淡
欲
。
批
判
総
角
川
ガ
線

機
で
蜘
灘
か
獄
絵
時
的
役
滋
り
、

住
み
尚
腕
い
出
品
b
o
t
官
つ
く
る
だ

め
は
、
制
制
金
が
い
ろ
い
ろ
殺

と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
談
す
。

開
明
る
い
ぎ
ち
づ
く
り
の
た
め

は
、
正
し
い
申
告
と
総
税
を

お
際
い
い
た
し
ま
す
。

申
告
受
付
期
間
は
、

2
月

日
刊
日
(
土
)
か
ら

3
月
刊
日
日

〈
金
)
ま
で
柏
税
務
遂
な
ど

(
3密
の
申
告
カ
レ
ン
ダ
ー

参
組
問
〉
で
受
け
伺
け
議
行
い

ま
す
。
世
田
翠
め
に
総
出
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
あ
綴
い
し
殺

す
。
が
わ
わ
ド
欄
榔
税
総
務
総
叫
側
出

m
l

2月16日から3月15日
柏税務署などで受け{すけ

関車

高U~G54 号

所簿税品柏税務審
鵠与税吋密(63)1181 

1
1
i
E
'
1
1
1
1
i
i
i
i
i
i
z
B
X
4
3
3哀
4
1
5
1
f
5
1
1
1
1
P
3
1
Y
3
4

意

義

手

二

暴

露

変

革

・

総

寒

川

舵

と

そ

の

草

長

得

し

た

之

と
す
る
緩
め
燃
を
間
同
わ
ず
受
け
ら
札
ま
す
が
‘
先
手
会
に
は
、

3
0
0
0
万
円
特
綱
同
日
級
一

郎
附
く
〉
を
織
と
貿
争
的
総
出
聞
が
総
子
や
犬
同
輸
な
ど
料
吋
と
町
選
択
に
よ
り
、
内
定
的
桜
件
円
一

線
減
物
件
的
別
内
総
係
で
な
い
こ
と
や
、
肉
国
分
が
れ
出
も
と
で
、
岬
端
技
所
得
に
つ
い
て
諜
悦
一

件
脱
(
譲
渡
所
ま
な
く
在
っ
た
自
か
ら
3
年
た
っ
た
白
内
繰
り
磁
べ
的
特
例
(
伸
明
性
用
財
産
一

が
か
か
り
ま
の
担
菜
ま
?
に
譲
認
す
る
こ
と
が
条
件
的
交
換
え
の
持
塑
が
認
め
ら
れ
ま
一

的
譲
渡
資
産

3
u

一

し

ま

す

。

す

で

に

機

替

納

税

を

利

用

さ

@

斡

税

舷

明

擦

の

総

余

誌

よ

り

長

期

誠

一

i

こ
れ
ら
特
別
待
除
や
居
住
用
財
産
一

れ
て
い
る
立
、
あ
ら
か
じ
め
預
金
内

3
2は
確

定

申

告

の

霊

長

党

得

と

に

吉

弘

語

、

以

内

室

、

え

の

特

例

的

君

主

け

る

一

雲

寺

お

闘

い

し

ま

す

。

ま

た

、

新

た

を

き

れ

め

、

霊

童

惑

を

請

求

き

れ

ま

異

な

り

J
釘

c

f

し

に

は

、

そ

の

主

的

篠

宮

喜

二

に

予

定

さ

れ

る

在

、

一

預

金

口

器

替

て

も

そ

の

目

黒

に

発

げ

で

き

な

い

場

十

事

4
3
騒

こ

れ

ら

の

章

一

嘉

2
2
2一

襲

撃

の

警

申

告

の

必

要

主

主

で

、

雪

以

外

号

室

望

書

喜

多

」

約

H

亘

書

依

頼

書

し

を

合

が

あ

り

ま

す

。

警

は

な

る

く

く

立

制

官

-4l
お

言

語

が

号

、

か

っ

そ

れ

に

こ

所

得

苦

‘

更

す

年

間

に

得

た

金

事

自

主

主

主

ne

霊
す
る
だ
け
で
す
。
(
用
紙
は
金
融
月
中
ま
た
は

4
3空
襲

i
る

所

得

制

引

い

〆

ゃ

の

霊

安

し

お

っ

た

童

話

ど

所
得
に
応
仁
て
か
か
る
税
金
で
す
い
次
ま
た
司
給
与
を
2
主
主
ケ
菱
重
か
技
量
的
窓
口
に
あ
り
手
)
ょ
う
お
顎
い
し
ま
す
F

な

お

、

窒

分

以

前

か

ら

引

瞬

間

ふ

み

ら

ぬ

も

の

で

、

売

っ

て

か

ら

2

完

全

…

2
L五
、
書
罪
確
定
申
告
け
て
い
る
玄
¥
年
末
重
き
れ
な
か
重
喜
骨
(
第
3
期

分

)

か

ら

ご

所

震

の

謀

説

草

案

求

さ

れ

る

…

主

主

物

-
k
，

J

か

警

て

誇

今

後

け

た

も

的

手

、

…

を

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

っ

た

給

与

の

奴

入

金

額

と

季

以

外

約

書

な

さ

る

立

、

前

記

の

依

喜

を

場

合

は

、

確

定

窓

口

室

主

納

税

し

た

階

事

が

低

い

曜

曹

L
繋

護

続

得

議

錦

織

な

ど

を

添

付

し

…

l
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
所
得
円
台
計
支
部
万
向
島
え
る

35まで
に
室
長
〈
だ
さ
い
。
微
罪
者
お
持
ち
く
だ
き
い

p

g

主

題

h

議
昨

Eぎ
り

ま

え

一

の

あ

る

方

の

場

合

方

a

l

J

1

l

、

、

融

制

門

組

配

到

な

お

ろ

ニ

れ

ら

の

話

護

憲

…

語
丘
町
村
吋
?
肝
心
γ

日

投

稿

県

民

禅

譲

土

議

噺

誌

は

民

間

授

役一緒
k

基
縫
い
拙
除
、
そ
の
他
的
所
得
仲
間
所
得
、
も
す
べ
て
史
刊
し
な
け
れ
ば
な
り

t

l

総
出
家
、
.w
バ
ヱ
日
以
降
紋
得
L

詰
受
一
げ
ら
れ
ま
せ
ベ
め
で
も
」
銭
安
、
だ
…

臨
怖
や
桑
し
引
き
そ
約
金
品
開
A
V
C

裁
k
し
て
ま
廿
ん
Q

O

滋
線
終
制
慌
の
山
中
僚
の
A
W
糊
慣
な
人
十
α

ま
た
所
憾
の
eW解
約
時
峨
然
、
ま
た
織
や
縁
仏
w
b
ぷ

一

敗

し

た

機

合

で

さ

い

ね

…

議

し

た

校

号

、

緊

話

料

よ

り

寝

禁

法

資

で

二

五

受

章

言

5
2で
、

義

幸

議

軽

率

的

実

関

義

務

然

と

な

っ

て

い

ま

す

a

空
室
、
交
換
、
語
、
公
共
…

も

多

い

%

。

か

ら

内

M
M
円
余
純
子
司
本
齢
制
緩
災
後
制
付
金
ら
池
山
一
冷
却
問
に
給
事
中
流
拡
総
務
滑
闘
が
機
術
協
関
税
的
資
料
な
ど
に
も
め
畿
と
な
り
ま
一
夜
分
が
往
ん
で
い
る
よ
幾
物
等
ま
た
、
内
骨
が
仲
は
ん
で
い
る
京
国
曜
と
事
象
に
伴
、
ヲ
潟
地
出
金
を
ど
、
各
種
均
一
一

失
跡
給
与
所
絡
が
あ
る
か
品
川
川
崎
骨
吸
け
て
い
る
ん
。
怒
れ
る
だ
め
¥
滋
げ
絞
め
綴
定
場
合
を
す
の
で
ぜ
H
V
祭
悶
を
お
緩
い
し
ま
す
E

を
お
っ
た
と
き
そ
の
絵
地
(
長
思
議
所
得
に
怒
り
ま
建
問
所
得
に
燃
す
る
誇
拙
片
山
、
拍
組
一
一

童

話

主

義

主

義

祭

。

襲

器

産

L
t
館

付

議

す

る

労

草

委

2
芝

盟

問

君

、

霊

童

い

た

し

ま

す

一

分

が

き

て

い

る

建

?

ぞ

の

す

)

円

譲

渡

を

L
、
そ
の
護
を
し
た
務
喜
重
需
へ
気
軽
に
ご
喜
一
一

1
5
3送
忘

却

鵬

、

主

将

期

内

じ

泌

総

災

踏

み

ま

ロ

亨

る

方

と

は

次

が

、

縦

か

な

い

方

は

、

史

口

会

場

へ

お

を

譲

渡

し

た

と

き

は

、

柔

県

附

年

ま

た

は

譲

波

の

年

町

前

年

中

¥

も

し

下

さ

い

位

一

一

審

言

及

率

か

ら

受

け

て

い

る

報

室

主

所

得

税

皇

室

経

に

雪

ず

る

互

い

い

ま

す

。

故

し

に

な

る

か

‘

裏

な

ど

で

護

霊

ら

3
0
0
0
万

票

控

除

さ

れ

く

は

譲

波

町

年

の

翌

年

中

に

自

分

富

士

言
、
2
月
間
日
か
ら

3
Z
Hま
で

m
緩
和
初
年
2
月
1
8
現
在
抜
一
孫
子
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

5
3
3
5
3
5
3
3
5
3
3
3
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
j
i
j
3
3
j
Z
3
5
3
5し
一

高

に

、

柏

税

務

署

に

童

し

な

け

れ

芝

霊

し

、

票

田

年

中

に

各

議

昨

日

一

J
C
u
h

を

、

票

用

車

吾

妻

は

審

議

之

を

け

た

人

の

ぬ

主

受

付

一

は

な

り

ま

せ

ん

一

葉

景

品

喜

所

得

が

お

っ

た

方

。

笥

ヨ

ロ

一

品

当

婦

一

堂

警

5
1
1な
い

も

の

)

た

主

主

計

毒

事

が

5
0
0
万

一

事

送

さ

れ

た

在

、

必

ず

そ

の

申

告

宮

内

に

霊

は

し

て

い

な

い

が

車

産

一

佳

一

s

u

玲

拐

に

11rpu注
す

る

こ

安

子

で

き

ミ

…

雲
よ
び
納
付
警
使
用
し
て
く
だ
き
霊
的
年

lfg夜
長
誠
一
予
言

|
J
一

一

、

j

t

と

。

ニ

定

書

家

管

義

的

問

…

い

)

。

霊

訴

事

務

校

あ

る

い

は

家

同

県

教

を

諸

問

年

中

に

、

附

人

か

ら

撃

を

か

愛

さ

れ

ま

せ

ん

硲

芝

撃

制

問

的

意

内

総

埼

議

は

、

富

山

忠

一

致

と

き

さ

け

ら

れ

ま

せ

ん

。

一

重
申
告
は
、
望
的
手
で
そ
の
年
待
っ
て
い
る
方
a

受
け
た
約
書
簡
総
主
託
し
て
穿
閥
会
悲
し
♂
ふ
警
護
者
添
付
与
設
以
上
i
G
G
M
以
下
で
あ
ぎ
と
副
主
管
絞
め
雲
告
し
三
議
委
…

織

的

所

得

議

(

ま

た

は

要

議

)

等

主

主

喜

議

室

長

号

紛

え

る

左

足

3
1
u古
け

れ

ば

な

り

ま

之

内

側

そ

の

的

品

5
丹
市
川

ιお
い
て
、
空
語
長
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
α

一

と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
所
得
税
同
一
執
を
か
れ
な
い
方
ー
ま
た
は
総
都
文
弘
総
鈴

3
月
間
同
お
ま
そ
に
帥
崎
県
倒
的
中
僚
と
仙
例
。
後
議
蜘
融
機
液
晶
臨
時
総
格
的
終
倒
的
機
格
安
後
け
た
人
又
は
そ
の
人
的
財
山

市鰻民税吟E問罪1
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(3)問 5. v 

相続務署でi誌、すでに受i討すけています

早めの申告で早めの還付

高

串f守i二際Lてのお草fiいについて

まとめてみましどの耳、:喝の有〔があ

りましたら市謀説a殺又i主税務著書{こ

父季最iとおたすね守ごきし~

応
C

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

お

は

、

ほ

と

ん

必

の

お

が

年

末

欄

制

緩

で

特

各

種

緩

徐

稜

後

け

る

た

め

、

滋

笈

申

告

の

必

唖

慨

は

あ

り

ま

せ

ゅ

ん

。

レ

合

し

、

住

宅

紋

織

強

除

、

援

療

澱

側

臨

時

師

、

雑

緩

帥

際

線

取

な

ご

は

ぶ

釜

本

襲

撃

議

仲

間

が

℃

務

時

払

ぜ

ん

の

で

、

脚

薬

事

制

告

に

よ

っ

て

仇

部

隊

を

鐙

け

、

網

棚

泉

徴

叙

さ

れ

た

問

問

機

糾

棋

の

液

晶

九

譲
受
け
る
こ
と
に
滋
り
ま
す
。
還
付
撃
は
2
問

答

以

リ

総

で

も

受

け

付

け

て

い

ま

す

。

悶

ゆ

く

窃

告

す

れ

ば

撃

事

選

時

計

四

も

そ

れ

だ

け

寧

く

受

げ

ら

れ

ま

す

の

令

、

お

学

め

に

ゆ

務

沼

し

て

く

だ

さ

い

。

市

中

世

口

警

な

ど

は

、

税

務

畿

の

ほ

か

必

市

役

船

所

課

税

緩

は

も

間

同

意

し

て

あ

り

+

訴

す

。

…

ぃ

記
別
利
引
制
川
-jt
一

審

物

日

高

与

に

よ

り

惑

し

た

も

紅

耐
同
様
ゆ
阿
川
休
汁
出

j
…
め
で
な
い
こ
と
。

A

一一ト怠

d
U
A
龍

者

極

臨

島

鶴

間

⑥

そ

の

家

出

掛

川

い

隣

持

出

し

た

年

ま

た

は

、

内

(

そ

め

家

総

が

針

先

縫

築

物

的

場

合

一一

f一
部

構

擦

鶴

一

一

撃

も

し

く

は

翌

年

に

主

義

の

や

さ

の

議

会

話

年

以

内

)

に

護

主

た

も

の

で

伊
江
同
日
日
目
見
H
I刊
日
持
行
け
t
」
特
例
会
長
け
な
い
か
、
受
け
て
い
な
い
新
築
向
山
場
合
的
繁
件
と
、
次
の
療
件
あ
る
こ
と
ロ

こ
と
も
ま
た
、
総
依
し
た
年
内
燃
専
か
の
す
べ
て
食
品
桝
た
L
て
い
な
け
れ
ば
な
@
そ
内
淡
路
町
同
国
液
晶
H
t
脱
税
設
慾
額
綴
後
な
ど
に
よ
る
診
療
、
約
機
、
認
臨
刷

新
築
の
場
合

汲

々

去

、

そ

の

家

宣

言

草

地

り

ま

せ

ん

均

す

立

た

り

5

7

0

0

0

円

以

下

妻

け

た

ま

号

、

委

主

医

薬

品

マ
イ
干
ょ
を
鋭
機
し
た
人
で
次
何
等
以
外
的
家
族
的
淡
減
み
そ
し
た
笠
宮
、
③
そ
の
家
綴
が
総
築
後
俊
男
事
札
た
で
あ
る
ニ
在
。
代
な
ど
で
す
。

①
4
5
5
2
e

ま
で
の
す
べ
て
の
要
件
ゃ
い
一
ふ
れ
ん
止
の
採
絞
め
一
特
例
を
受
け
な
い
ニ
と
ゆ
こ
と
が
あ
る
ニ
ど
。
議
以
上
に
よ
り
住
宅
取
得
総
他
陣
内
申
主
お
、
次
の
よ
T
7
な
も
め
は
該
当
し

し
て
い
る
と
き
は
、
作
公
認
険
料
校
時
悼
の
山
山
総
後
期
財
産
内
線
操
所
得
的
3
0
徐
そ
の
家
屋
内
紋
閥
昨
日
以
前
日
年
以
後
を
す
る
場
合
、
納
税
険
制
倒
的
計
算
方
法
ま
せ
ん
e

議

閣

が

あ

り

ま

す

。

0

0

万

犯

の

特

別

機

は

表

の

よ

う

に

4
り

ま

す

。

争

人

総

h
T
ソ
ク
・
美
努
絞
附

mw盈
添
削
開
尚
一
が
凶
年
以
上
で
添
削
却
篠

7
i
j
j
i
J
!
;え
っ

骨

餓

淡

増

進

の

た

め

約

一
M
M

タ
ミ
ン
割

高

率

同

志

望

?

/

的

議

が

翠

総

理

遂

の

漏

崎

直

ぱ

同

仇

堕

J

A
帯
広
薬
品
外
議
事

あ
る
人
e

w

開

設

一

え

や

交

強

的

機

一

…

富

掻

量

E
Z
g
z
z
一
一
争
総
絞
に
支
払
う
肴
議
料

(
ム
正
)
ぶ
小
説
口
32559

も

ど

は

、

会

議

合

的

低

総

出

獄

怖

は

所

得

…

…

鞘

醐

罰

輔
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市役所で{止、京仁志望義民税の場

合について行っています。 所得税

約隊定申?努については、ごく鈎易

立。中合iことと'的さぜていたfどきま

すめて¥ご談1:1をお前l'、します。
E在銭感~については、 ill税務若者

やili室長111ぶなどをよ~.f，J羽ドいω

家庭的1期総!こ総当す

=家E誌の綴言語1:絞おする蚤金的自n

市役?}rで泳、 ド淡グ寺中;ぢカレン
タ…めとおり 4か必 iつくし嬰f予定

!iJr・4削t:iヘ$t，ミセンタ る，.宅i北地
公1'1::絞・有H主汁il¥'セシタ←)てd

J抗議受討を;予定していますのニグ〉

HI手、出張分とr1î i~g総とに戦終

が分散されます。その為出張。主付

会場*泌氏会主主とも大変i1L滅しま

又{見守益事善的Ih務者1，主詩・ fえ王ftl

1め在語表おもjtiJt，J長でひ で事れiま

このおはきけて、おの闘にお守J{¥>、

します。

告によっては王者鴻が大変なa毛議
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午前に入っても午後になる場介

あります。また絞め切り時間ま

ゎ.cも、明日以Mdこ民iることもあ
ります a 宅予約中でしたら〕翠くとも

11締約{二、午後て③あれば21湾総分

演まて併にお入りください、

また仁容量81ま平行ょう約当混雑

し、長時間I1お待たせするよとが江

んどです今できれば学呂にお願

いします c 会お.iI午から午後 1n与
までは主主食休緩めため、よご2主f基く

きいα

(~.量的対韓護主主が不均請な場合‘その

事専i 資畿のま章受ます古語的額を紛らかにする
i 設整義一害事発E司書者約審‘議員香運詩書}
按l時泉絵師
i命中古町議告
書事| 総務iζ持It総えて
@まま君子役宅rUE明重軽{惑で発符のもめ}

@家主量的盟主定資重量級喜子繍ま正宅建議警

(jきらに日持、支払光、氏名、金書露

骨r丹→繁華去があると後11Jです") 
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@章者来君主紋著書

警察壮どi

.繍段霊草

後務畿でl止、警または出'7!鈴お談

内総lこも、 ;次kグ幻〉とお 6け)滋主?詩;ミ申f笥古

無宇科十+綴告2絞主 (1.托男淑F…七プゴ;二よる) をT苦し、

zま主す勾一般的申公的ほかに滋H市
役li受 It十すますの℃、おおし、に

よ干1)緩ください。待機はいずれも

予言"10時から午後3時30分まで、

なお3主体詩はf余きますさ。IUi誌議長義 2丹18お-2 fl228 
綴約そこ:') 2 J1zs日-3Jl18

127 



1 (6) 

128 

入
麗
轟

轟

表2.司馬霊長続持者1人的場合的平免表{誇守王手I年間的必重要経費J金泳j去の所得金総です。)
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献
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献
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摺
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。
ぷ
も
1
開
闘
で
も
来
れ
ば
、
そ
は
仰
と
も
い
え
ま
せ
ん
a

そ
し
て
ア
7

…

今

一

三

一

一

於
棄
を
も
つ
で
指
導
す
る
と
い
う
ん
な
で
訟
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
タ
1
ス
?
の
楽
し
き
苦
手
な
ら
吋
珪
沖
!
亙
閣
制

約
一
が
舎
の
方
針
で
す
」
と
鮮
側
す
。
よ
e

こ
の
よ
う
な
ク
ラ
フ
的
方
が
喰
か
で
は
で
す
。
」
初
心
殺
か
ら
ふ
ん
叫
刺
殺
土
日
一
日
開
山

ニ
の
ほ
か
に
も
・
パ
ツ
ジ
テ
ス
ト
u
a
え
っ
て
耕
一
括
深
い
ヰ
フ
に
総
い
ま
す
に
で
、
レ
べ
ん
を
関
わ

T
ど
な
た
で
も
、
手
い

紐
別
技
能
量
玄
一
期
季
、
審
ス
キ
事
務
雲
喜
本
惑
も
反
事
と
呼
び
か
け
て
い

q

Y

水

l
告
白
問
、
寄
ら
ね
ば
絞
め
ハ
イ
キ
ン
グ
っ
て
滋
る
あ
め
え
り
ル
と
ス
ピ
ー
ド
感
w
v
進
絡
先
鈴
木
四
日
{
位
)
3
4
5
Z

楽しい仲間。
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之

手
向
抗
議
お
り
に
あ
る
務
校
総
1
自
治
た
め
に
ア
オ
況
が
総
溺
に
総
務
し
ま
し

会
は
東
終
り
の
絞
法
務
2
a討
治
会
や
お
て
ね
“
悪
呉
が
撚
っ
て
撃
た
ん
で
す
。

仏
間
後
々
衛
合
自
治
会
ョ
東
京
銑
骨
ず
ン
中
市
で
も
本
す
ま
し
号
で
務
総
し
て
く
れ

Y
3
ン
尚
治
会
と
と
も
に
大
字
「
設
副
知
L

を
形
成
す
る
旬

発
足
は
概
ね
M
M
年
ω

税
収
は
念
総
数

が
2
8
0
澄
者
。
東
京
な
ど
か
ら
移
り

絞れ
W

人
一
か
は
と
ん
ど
だ
5

公
斜
線
料
紙
に
は
が
ま
れ
て
い
る
司
中

央
公
民
絡
を
は
じ
め
参
加
日
浴
公
開
出
、
子

加
日
沼
遊
亭
道
、
志
田
氏
ブ

1
"山
、
千
初
叫
…
泊

中
巾
開
山
品
川
制
問
…
内
閥
量
計
材
開
)
に
も
自
転
車
?

数
分
で
行
け
る
。

若
松
と
い
え
ば
チ
依
然
と
は
滴
っ
て

も
紛
れ
な
い
関
係
E

ぷ
時
総
a

は
そ
れ
が

議
開
闘
に
山
山
ま
し
た
」
と
会
長
め
拘
内
M
L

炎
ぎ
ん
は
綴
る
。

「
引
停
け
知
的
漁
り
、
離
し
い
暑
さ
の

と

あ

必
ド
ド
勺
号
ふ
不

採

露

G包
zm量

的
に
療
か
っ
た

んすむ
2
滋
‘
1

4
0
名
ほ
ど
が

ハ
ダ
シ
で
バ
昨

冬
ゐ
し
ま
し
た
ゐ

ぺ
f
義
脊
」
を
捻
め
て
以
家
、

公
校
内
欠
総
務
は
約
半
八
甘
に
減
り
‘

ま
た
、
学
執
務
総
と
も
知
的
絡
に
な
り

ま
し
h
y
z

叶
内
同
分
的
体
は
自
分
で
向
測
り
、
コ

シ
L
a
p
e
-
ル
す
る
も
の
。
カ
ゼ
を
日

い
た
り
ー
も
や
け
が
で
き
た
り
し

た
ら
く
つ
下
舎
は
く
な
ど
、
子
ど
も

逮
は
体
的
自
己
官
官
滋
を
党
点
て
診
た

よ
う
で
す
」
と
山
田
俊
総
校
長
n

和

muw小
の
友
途
は
一
応
気
い
っ
ぱ
い
α

一
守
隊
車
内
小
e
中
学
生
け

手
糞
沼
の
農
然
糠
壌
に
賄
側
す
る
ポ
ス
タ
ー

M 

抽
出
倍
、
離
し
い
宰
き
が
統
〈
な
か
、

や
絞
小
約
一
綴
め
友
迷
は
、
ハ
ダ
シ
む

滋
ぶ
し
て
い
草
グ
匂

問
問
小
が
よ
す
ン
筑
波
ん
を
品
閉
め
た

の
は
総
和
訂
年
5
月
の
こ
と
u

制削減
e
緩

や
モ
ヤ

ν
っ
チ
を
な
く
す
い
い
は
ハ
ダ
ン

が
い
ち
ば
ん
と
.
ニ
内
法
襟
ム
制
に
踏
み

切
リ
ま
し
た
‘

4mか
ら
日
付
い
っ
ぱ

い
は
原
射
と
し
て
ハ
グ
シ
。
口
汚
か
ら

山叩リ年
3
H丹
ま
で
H
h
各
自
の
討
ム
闘
に
絞
せ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
s

ゃ
れ
縦
一
流
域
内

5
市
3
軒
お
よ
uv

、
制
関
係
機
関
で
綴
織
す
る
寸
手
加
H

m
山
木
勝
同
浄
化
対
策
的
問
級
会
」
で
は
、

長
3
倒
的
?
中
川
下
絞
め
児
妓

生
徒
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
刈
千
加
料
終

的
協
品
川
線
境
保
議
に
泌
す
る
ポ
ス
タ

ー
」
を
務
総
し
ま
し
た
。
こ
の
総
菜
、

市
内
的
小
中
学
殺
が
掛
引
を
ほ
ぼ
総

ナ
メ
に
し
ま
し
た
。

問
機
、
汚
染
告
ま
の
あ
た
り
記
し
て
災
犠
r

第三
V
南
高
学
受
&
敏

い
る
と
は
い
え
、

9
名
内
入
愛
索
中
8

4
ぷ
〈
仲
排
水

v
w中
学
校
須
田
あ
臨
み

名
キ
7口約
t
の
は
作
品
派
"
川
胞
に
「
沼
に
(
我
四
郁
子
〉

市
思
議
に
築
し
て
い
な
い
後
患
ん
に
こ
そ
、

*
A袋
持
v
V
小
学
品
制
緩
噂
牢
小

持
制
緩
ゥ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
同
」
め
し
慨
も
回
州
問
骨
サ
〔
並
木
)
、
江
口
総
笑
子
〈
悶
附
)

市
川
内
的
入
役
者
は
式
的
返
り
で
す
。
世
マ
脳
同
総
学
年
松
田
培
捕
問
太
郎
(
抜
本
)
、

権
〈
入
滋
V

M

W

問時中期特

V
中
学
校
浅
井
議

官v
小
学
校

低
学
年
柳
誠

U
齢
制
利
時
む
に

な
お
柄
引
関
あ
ゆ

み
さ
ん
の
作
誌
は

ポ
ス
タ

i
に
採
開
閉

さ
れ
、
ん
仏
〈
治
浄

化
的
々
ャ
ン
ベ

1

ン
に
役
立
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
れ
に
機
防
恥
な
ど
総
数
品
問
。

消
防
団
員
の
ポ
ン
プ
操
作
間
的
あ

と
‘
外
国
一
的
措
問
問
絞
め
行
滋
パ

ラ
グ
ア
イ
、
パ
プ
ア
ニ
ュ

i
年一一

ア
、
ヲ
リ
、
品
開
閉
闘
な
ど
時
し
い
祷

防
騒
が
次
々
と
数
総
務
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
寸
竜
吐
水
」
「
絞
悶
附
ポ

ン
プ
い
を
ど
江
戸
か
ら
大
波
時
代

ま
で
に
山
間
削
刑
さ
れ
た
旧
式
ポ
ン
プ

内
地
内
誠
合
り
そ

l
F
3
ン
T

口

ん
に
よ
り
ト
郎
、
号
、
欲
的
一
九
憶
に

外
開
閉
め
消
附
問
機
内
臥
露
、
変
化
す
る
抜
本
の
支
均
掛
か
日
付
わ
札
、

総
水
そ
し
て
殺
の
消
防
器
具
内
議
液
児
学
i
紛
れ
允
幼
稚
議
児
や
東
小
め

と
、
ふ
ぶ

i
ク
な
出
初
式
が
l
H月
日
児
猿
滅
的
総
合
離
し
ま
せ
ま
し
た
。

封
、
湖
北
散
策
小
で
{
れ
わ
れ
ま
し
た
G

ま
た
抑
制
楠
縦
し
慨
に
協
力
し
た
天
谷

式
に
参
加
し
た
の
は
治
附
問
問
削
減
、
逃
こ
さ
ん
(
っ
く
し
野
)
ら
5
私
的

概
鴨
緑
あ
わ
せ
て
3
5
0
名
と
来
災
。
淡
心
配
や
も
行
り
わ
れ
ま
し
九

が
‘
5
年
前
に
も
州
問
ダ
/
ク
;
ん
で
自

コ

本

大

袋

を

役

得

し

て

い

ま

す

。

さ
ん
(
波
本
)
U
F
、
紋
高
崎
心
成
つ
縦
物
の
日
陀
け
つ
は
m
F

吋
文
部
大
絞
殺
恥
を
受
賞
L
ま
し
た
む
叶
ポ
イ
ン
ト
を
入
れ
、
滞
略
行
に
も
筑

4
R筑
作
総
叫
M
W
枇
に
大
ち
な
ケ
ブ
を
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
色
彩
の

ん
紋
様
が
入
っ
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
と
本
総
強
的
た
め
に
徐
州
側
緩
や
緩
物
展
な
と

の
ピ

l
ズ
を
あ
し
ら
コ
た
ン
調
6
1
6
2
?

に
も
足
を
運
ぶ
よ
手
心
し
て
い
ま
す
~

3

・9
1
6
色
は
茶
系
で
マ
嶋
田
段
裁
と
綾
近
の
お
い
人
の
チ
ザ
イ
ン
出
敵
役
は

し
て
絞
ら
れ
る
も
の
仏
で
す
む
と
て
も
品
端
緒
し
い
ir
鈴
木
さ
ん
は
総
絞

ご
』
ん
な
殺
を
い
た
だ
い
て
賢
い
し
て
い
草
す
。

て
い
ま
す
」
と
い
ヴ
鈴
本
さ
ん
で
す
も
う
ひ
と
つ
、

ド
パ
イ
ス
を
。

(5) 1¥185・Z

惑
さ
な
ん
か
吹
き
飛
試
せ

布
佐
小
の
パ
一
ダ
シ
教
育
」

。
楽
し
か
っ
た
ゲ
出
初
式

外
国
の
消
一
筋
服
も
お
目
見
え



第654号

イド

の
稿
料
券
〈
3
3
6
かだ問問、
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か
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期
)
訟
判
織
し
、
援
部
後
期
間
で
受

け
ま
し
ょ
、
ー

ーめ椛
6
か
汚
党
総
附
駒
山
紳
+
殺
を
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自

桜
で
行
い
草
T
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V
持
品
甘
す
る
も
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母
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縫
昌
明
手
殺
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附
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時
仲
間
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入
も
れ
の
な
い
よ
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議
6
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健
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診
益
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日
油
輸
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配
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↓
む
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し
込
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縫
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。
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1
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時
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作
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途

ら

れ

て

い

能

代

行

い

じ

社

十

九

三

V
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
、
長
円
借
、
察
側
、
制
裁
一
気
緩
い
我
の
あ
る
労
は
問
中
J

仰
は
隊
一
幸
…
協
に
雪
ぐ
る
た
め
の
、
恭
本
山
的
蝋
縦
一
は
人
間
い
か
生
き
て
一
打
〈
上
ベ
る
人
間
が
、
設
ら
の
英
知
に
よ
っ
て
倒
す
a

一

年
齢
、
語
、
裏
奪
、
量
的
機
器
詩
富
市
を
言
、
治
療
中
や
禁
中

τ大切
な
終
療
を
生
活
態
度
に
つ
い
争
入
脅
し
い
生
活
を
す
る
の
に
重
な
怒
ら
解
脱
出
来
3
?
に
な
る
わ
け
人
倒
的
霊
感
は
高
等
感
情
実
…

綴
(
屋
市
司
被
保
内
燃
す
急
入
し
銭
円
方
は
ご
選
定
く
だ
容
い
。
一
て
述
べ
ま
す
。
も
の
で
す
否
そ
の
一
踊
悩
内
た
め
に
、
持
で
、
亨
え
よ
う
に
よ
れ
ば
人
織
に
務
治
定
す
る
e

一

l
i
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1
1
i
i
t
i
t
i
-
-
!
i
i

一
会
ら
し
い
染
色
芸
を
す
る
仰
い
と
骨
肉
生
李
総
人
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、
ひ
い
て
は
が
与
え
ら
れ
で
い
る
と
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ら
れ
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高
等
感
情
は
詩
表
、
率
三
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h
F
E
E置
E

F

E

軍
事
陽
一
ん
閉
め
火
線
分
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抑
制
衿
活
動
と
身
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会
に
出
陣
擦
を
ゑ
は
き
占
と
が
な
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す
で
み
た
濯
を
与
え
て
絞
議
後
に
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会
遊
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叫

事

関

撞

輔
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罷
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鶴
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総

動
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を
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撃
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て
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議
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事

る
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雪
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来
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滋
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仏
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が
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取
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ル
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吋
A
寸
引
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引
別
対
的
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対
行
列
討
幻
ゴ
争
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一
家
総
動
だ
け
で
あ
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す
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に
浮
か
後
胤
刑
事
れ
、
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本
人
は
人
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を
索
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除
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と
す
れ
は
す
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仰
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滋
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受
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入
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鶴
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懇
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仏
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滋
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滞
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容整皇室幸 運義際機繕 本士院蓄電 高合

鍵、 t蜜綴程変Z妻、夏悶1粒子、山村総

書歩調い合わぜ ま士会終資家

③入話器幾多草苑詩帝 *平賀書官i*ヰヒ

ねからが老齢ダイエー我孫子r.>i*ブ

ヅタススズキ*荒井書長苦*そ1m春
光堂本ト)綴望号防本ポピω*滋E呈
じ請書室宮誤寄託会分五吉本市民会館内売:

硲ひろがゆ

論壇画種
明塑塾鰹主題室開
1>8悪事 本E霊験 2月26Eヨ(;J<)草委
F時7900F弓 本線警曽 2月17Eヨく8)

、24臼〈臼〉 後手話4J'5F号

や申し込み・問い合わtオ 2王寺12

g(火〉言までに〈悶〉自立容をラ…ヲ-7f{
ト協議さ手議窓会議小波ポ ト

罰82イ015

i坐るさとの費議選{千親臨義経j
事謀総光議会の撃事事事iこより発行さ

れだ「ふるさとの書盟主主議JI語、熊

下73コース汐総裁され、 cこのゆiこ

主主滋子もありき聖すのでご総下さい。

主婆霧島告で総OP弓!とど員読売して

います。

I>M割問 (iA1初公災ヰヨガを，，98
謹涜〉 ω本護費時君、句協力ら16
m俗、菱重汲〕高話機続艶、 18モヨ1:1ら
23日 Cdi涜〉鈴銭理主主義、 258ガ

か3月2Eヨ(議湾流〉総長道"I'i手首

緩包夜主主!I!もあります。〈機欝譲〉

謝花粉奪事主主寝苦8詩望日、税協

利関し，:'い窃俸は弓15日〈重量Jま

でに、所定のま霊総長関経lこ必書室線路詩

毛主義記入してゆし込んでください。

快感し込d，;'襲奪い合わせ湖北台

務総場運滋皇警察会そ三空守党決豊sft88
イ後矧視総休日官87~2511(<jJll霊

253~2) 

骨骨@委参轡
毛告発通産会の代表買霊長'11葺〈皇室〉から絡

事lOlさめ!こと61紛仰の軍吉f寸がおり

殺しだ母

会長やさとり rあづまJ 主義〈翌器犯台〉

主主主〉戸フ')7つ干ばつ毅器産重量lこと、

1万2734P号(])霊罫{司ガありEました回

会長重量孫子綴銘記喜喜怒務王監〈やちし

さの衛総選喜重量)緩から技会議被o
絞めにと:3万7896肉の寄付文1il!iり

さましJ:!.o

l!をE臨鋲主主主章子係機器E滋ガモ主主士会議

総務霊堂整軍事事誕幾{こと27ラ燃OFちの
霊寄付文ア芸苦りきましだ。

保盤Bi¥3o滋線量建一!司緩から忍子010

紋と社会締役議主主主藍罪毒薬室主主iこ2586

ねの喜吉げがありまし夜。

来;j{ーイス力ウト銭E草子第2li濯機

から3フツリカヰFlaて〉紋幾重量[:c工、
縄問的の璽{出ガありましだ@

議波紋聖書畿労働線合繊11ら役会議

牧草聾喜重重量語審主要支援にと6ヱ53は渇仰の
餓{廿ガありさまし主主。

幾太君j右翼量産術協会様から喜善然高章言望

号讐還後t?了ノターにと産議総傘の塁喜多量

におけるi絞益金175，主改刃向の言害対
ガあり立ました。

来衛隊のYき〈際空ろ〉から選後五DJ.之

島ち!こと守万32ωfIIのE寄f立がありさま

した。
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